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故蒲生正男教授の思い出
久保田正雄（政経学部教授）
　私と蒲生正男氏との交際は約18年前に始まった。縁あって本学の専任講師に
採用されるに当り，岡先生をはじめとし研究室の諸先生に挨拶して廻った。私
の個人的事情もあり，正直のところ幾分の不安と引目を感じていたが，蒲生氏
からは，言葉少ないが誠実卒直に，講義やゼミなどの心得やら同僚教員との付
合いの要領など具体的な話を聞くことができて，気持がずっと楽になったこと
が今でも忘れられない。以後私と蒲生氏とは研究室の一員という立場で一定の
社会的距離を置く交際に終始した。それにも拘らず蒲生氏の暖い人問味のおか
げで，私は安心して冗談やヨタ話をしかけることができたのである。
　まつ研究室がきわめて明朗・開放的で，いつでも楽な気持で出入りできるよ
うに工夫されていた。泉・岡両先生からの伝統だと思うが，各人の机が両方の
壁に向い，その代り部屋の中央にテーブルを置いて各人思い思いに椅子を回転
させて顔を合せお茶を飲み雑談できるようになっている。このおかげで私は幾
多の権威者から腹臓のない高話を聴かせていただいたが，蒲生氏の話は短いな
がら必らず実証の裏づけを持ち，「音韻はないが真の音曲が聞ける鉄笛」を思
わせるものがあった。私は蒲生氏が，自分で直かに確かめないことを観念的に
述べてはならぬ，という意味の訓戒を常に学生に与えていたと聞き及んで，ひ
そかに私自身への反省としている次第である。
　岡先生がお元気な頃は毎年の暮に温泉に泊る忘年会があった。宴会が終って
部屋に引きあげると，皆が思い思いにダべったり，チビチビやりながら碁・将
棋などに興じることになるが，そうなると若い女性はつい自分だけで自室へ引
籠ることになり易い。私などはこの時とばかり好敵手をつかまえて勝負に夢中
になってしまうが，こんな時，蒲生氏はよくトラソプをはじめて（多分ツー・
テソ・ジャックぐらいだと思う）女性を仲間外れにしないように気を配ってい
た。この忘年会に氏が欠席したことは，海外留学の年を除いて殆どなかったよ
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うに思う。
　フィールド・ワークを欠かせない学問を身上とするのだから当り前だと云え
ばそれ迄だが，蒲生氏の毎日は激務に過ぎたようである。学会関係で中枢の役
を引受けるようになった頃，岡先生は，せめて学内の役務のいくつかを放免し
てもらうよう，しきりに慨歎されていた。しかしそれも思うように運ばず，蒲
生氏は何人分もの荷物を黙って背負って歩いていたのだろう。専攻する学問の
性格や恩師泉靖一先生の影響にもよると考えられるが，氏は右だの左だのと言
って世間を狭くすることを好まない人であった。学内で重要な役目をいくつも
続いて引受けざるを得なくなったのは，こういうcapacityの所為でもあると
思う。もし中道にイトれなければ蒲生氏は恐らく，自分が望むと望まざるとに拘
らず，本学行政スタヅフの一員となっただろう。
　私は今でもつぎの幻想を捨て切れないでいる。6月2日の夜，故泉靖一先生
があの世で何か学問論争を始めてついウヅカリと愛弟子蒲生教授を呼びつけら
れた。蒲生氏も懐しさの余り帰り道につける提灯を忘れたまま神を翔ばし，用
が済んでさて帰ろうとしたとき，ああ失敗った，ということになったのではな
いのか。
　それにしても大分早過ぎたが，蒲生正男・浄応居：ヒはめでたくこの世の塵労
を終え心身脱落を遂げて，今頃は遍法界の何処に遊化しているのだろうか。南
米マヤの遺跡か，エスキモー棲むアラスカか，黒潮香る南西諸島か，南十字星
輝くニュージーラソドか，それともダニューブ流れるバルカンの田園か。
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